
入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

図 書 館 公 民 館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ
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撮影：広報（令和３年３月中旬）
場所：片角

昨年10月～2月に開催した講座の一部を紹介します。

　令和3年度の公民館主催講座は、感染対策を徹底した
うえで年間約70講座を開催し、多くの人が受講しました。 
　来年度もさまざまな分野の講座を企画し、あなたの学
びたい気持ちをサポートします。詳しくは来月号でお知
らせします。

●気象予報士から学ぶ! お天気防災教室
　～まさか!に備えて天気を味方につけよう～
　（10月～12月、全4回、中央公民館）
　22人の受講生が暮らしに
役立つ天気の豆知識を学び
ました。「今回学んだ気象情
報や防災に役立つ知識を日
常生活に生かしていきたい」
といった声があり、災害時に
身を守る判断力を養うこと
ができました。

●季節を感じる花々の寄せ植えアレンジ!
　～寄せ植えで笑顔のまちづくり～
　（11月～２月、全３回、七城公民館）
　15人の受講生が季節の
花を使って寄せ植えを作成。
自宅や公民館エントランス
を花々で彩りました。2月は
グラスで楽しむ小さい寄せ
植えに挑戦。花のある暮ら
しを通して、笑顔のまちづく
りを目指していきます。

●楽しい絵手紙教室 ～世界に一つの真心込めたご挨拶～
　（11月～12月、全５回、泗水公民館）
　10人の受講生が、筆の持
ち方や色付けなどを学びま
した。はがきや段ボールに
野菜や果物などを描き、一
言添えて味のある絵手紙が
完成。いつもと違う年賀状
や手紙を送り、喜ばれたと
の声が聞かれました。

テーマ「旅立ち」

ニ
ジ
ノ
絵
本
屋

1

主
婦
の
友
社

2

新
潮
社

3

講
談
社

4

1 そしておめでとう
アリスン・マギー／作
ユ・テウン／絵

２ たくさんのドア

　卒業や入学など、転機を迎
える人たちにエールを贈る絵
本です。

沢
さわ

木
き

耕
こう

太
た

郎
ろう

／著

瀬
せ

戸
と

口
ぐち

清
きよ

文
ふみ

／詩
えがしらみちこ／絵

３ 深夜特急 全６冊

　一人旅をしたい人のバイブ
ルともいえる世界紀行の小説。
この春、旅立つ君におすすめ
です。

　卒園ソング「そしておめでと
う」の詩を基にした絵本。卒園
の読み聞かせにおすすめです。

星の王子さまと10人の探究者
たち／著

4  目に見えないもの

　目に見えないものを心で
見る大切さを伝えてくれます。
何度も読み返したくなる一冊。

きくち森MACHI FESTA

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

　3月26日㈯・27日㈰に四季の里旭志で開催される「き
くち森 MACHI FESTA」。木育・食育・野外活動（アウト
ドア）をテーマに、さまざまな体験イベントが予定されて
います。菊池市立図書館も出張図書館として参加します。
　また、中央図書館ではイベントにちなんだ展示を今月
から行います。「きくち森 MACHI FESTA」の詳細は四
季の里旭志のホームページをご覧ください。
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